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２０１７年２月１６日（木）１６時３０分～１７時３０分

東北大学 情報科学研究科棟 大講義室

横山啓一氏（日本原子力研究開発機構）

量子ウォークを用いた同位体分離スキームと
放射性廃棄物無害化技術への応用

原発から発生した放射性廃棄物の無害化を目指して、中性
子照射による長寿命核種の核変換が検討されている。しか
し、核種によっては今までにない精密な同位体分離が必要
となるため、効率の良い分離原理が望まれている。

我々は、分子集団の回転状態分布に着目した時、ある種
の光吸収により回転角運動量空間で量子拡散が実装され
ることを見出した。量子ウォークが持つ線形拡散と局在化
の性質により、従来より遥かに精密な同位体分離を実現で
きる可能性が出てきた。講演では今後の課題と発展性につ
いても紹介したい。

http://www.math.is.tohoku.ac.jp/~project/


